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今号は勤 だくさんの内容となりました｡これも各学会の活発な活動
によるものと思います｡さらに､2CKX2年の合同大会かち日本応用地質
学会(大島洋志会長)が協賛学会として参力け ることになりました｡今
後ともよろしくお風 ､いたします｡

[1] 200 1年合同大会の報告
1.総 括 200 1年合同大会実行委員長 松浦 充宏
皆様のご協力により2CK)1 年地球惑星科学合同大会を成功裡に終
えることができました｡大会の組蘇･運営に携わった者を代表して､
参加者の皆様に深く感軌 ､たします｡
本大会は､21世紀最初の大会であると同時に､1950 年の第1回大
会以来各大学 ID C の持ち回りによって運営されてきた大会が｢地球
惑星科学合同大会運営機構｣によって継続的に叙破･運営されるよう
になった最初の大会でもあります｡合同大会運営機構は､これまで
各大学 LD C が大変なご苦労を重ねて集き上げてきた辻産を継承･
発展し､高度に専門イ垣れた諸研究分野の成果の上に成り立っ抱合
科学としての｢地球惑星科学｣の大会を目指して組織されたものです｡
2∝)1年の大会は､合同大会運営梯術がスタートして間もないことかち､
基本的には｢継車Jの面を重視した従来型の運営となりましたが､そ
れでも､これまでの特別許済に代わる特別セッションの導入や団体
展示ブースの新設など､幾っかの新しい鼓みも釣 込むことができま
した｡
地球惑星科学関連の 18 学会の共催･協賛の下に開催された本大
会には､ 2408 名の方々が参加者し､ 1829 件の論文が発表されまし
た｡また､団体展示の方も 12 団体がブースを設け､新たな筑みとし
てはまずまずの成功をおさめまい㌔これらの成果は､2002 年度以
降の大会運営に反映されることになると思います｡いずれにしても､
合同大会の継続と発展は､参力峠と会と全国の研究者の協力なしには

あり得ません｡その意味で､本大会に参加された全ての働熟こ改め
て孫く感謝し､2002年合同大会- の積極的参加をお顔い申し上げま
す｡

2,企画局報告
●青少年セミナーについて [6月3日(日)13 :30 - 16 :00､C 102]
｢惑星にはどのような風が吹いているのか? ｣- 惑星の気象学一

東大･理 松田佳久助教授
｢地馳 我々は､どうなるのか? ｣- 地球と人間圏の未来一

東大･新 松井事典教授
｢深海底を鮎 ｣ 一未知の世界､ の挑戦一

東大･海洋研 平朝彦救援
前大会に引き続いての公開企画で､次世代を担う中高校生･一般
の方々を対象に｢未来の地球･未来の科学｣という共通テーマで､｢気
象｣｢人間圏｣｢海洋｣の第--線の研究者に､最新の情報･理論を分か
りやすく解説していただいた｡ ｢理科離れ｣といわれる昨今､普段触
れることのできない本物の科学的考え方や､研究者ご自身の研究に
注ぐその情熱を知ることができたと好評であった｡参加者はlCO 名ほ
ど｡
本企画のより充実を図るための今後の資料として､当日参加者-
はアンケートを配布した｡

●広報活動について
1) ポスター作成･配布 : 大会､青少年セミナー各200部ずつ作成
した｡脹垂専攻のある大学(95)､研究機関(20)､各新聞社･放送
局科学部(20)等- は両ポスターを､会場搬 地区公立中学校､
LO C2W より提供していただいた名辞(日本地学教育学会会員)
を基に東京･埼玉･神奈川･千葉の高校(160)､東京近姉のプラネ
タリウム醒連施設(30)- 青少年セミナーポスターを苛送し､大会
及び青少年セミナーの参加を呼びかけた｡
2) 新聞広告 : 朝日､読売､産経､赤旗各新聞で､ ｢青少年セミナ
ー｣の広告掲載をしてくれた｡扱いは小さいものだったが､掲載直
後(大会10日前位)より､ 1週間で､事務局- 60件ほどの問い合わ
せが入った｡実麻アンケートの結果からも､一番の広告効果があ
ったことがわかった｡
3) 当日の取材記者- の対応 : 事前(ポスター配布時)に､各社-
申込受付方法を連絡し､当日､基本的に前大会通り､ ｢取材方法指
示書｣を受付にて配布｡個別対応森口は岩森プログラム副委員長
に依頼し7㌔前年の8社から､22社と来場マスコミ軌ま多かったが､
特にトラブルもなかったので､対応方法として妥当だったと思われ
るため､次大会も同様に手順で行いたい｡

4) 今後の課題 : 1)青少年セミナーの広告については､講師選定
が耕航し､内容の決定､ポスター作成等のスケジュールも遅れ､実
質的広報活動に十分な時間が取れなかった 開催日時､ポスター
作成.東京都教育委兵舎の後匪取り付けなど､LO C2000 からの申

- 41 -



し送り事項を実行したが､さほどの効果は見られなかった｡次大会
は､まず､吉群市､講演テーマを早期決定が大切である｡又､DM の
効果向上のため､発送先の見直し､及び W EB での広告にも力点
をおき､より多くの青少年- のアピールを図りたい｡ 2)団体展
示･書籍出版展示の募集･広告については､出展者､見学者双方
にとってより有益に活用できるよう､会場設定､当日の会場案内方
法､事前の広告方法等を総務局･プログラム局と共通の課題として
再検討したい｡

3 .プログラム局報告 2001年プログラム委員長 阿部 豊
200 1年大会はセッション数 88(1コマ1時間半のセッション総コマ数
231)捻除積数 1829(口頭 1163､ポスター脱 )のセッション数､コマ数
ともに過去最大規模の大会となりました｡セッションコンビ- ナ､プロ
グラム委員をはじめ､大会に参加された皆様のご協力の馳 お礼を
申し上げます｡一方､いろいろな点で行き届かなかった点があった
こと､特に､一部の投稿原稿の処軌こ関して関係者にご迷惑をおか
けしたことをお詫び申し上げます｡
2CO 1年大会は基本的に1999年､2cm 大会の方式を継続しました｡
200 1年大会での新しい試みとしては､セッションを｢レギュラーセッシ
ョン｣と｢スペシャルセッション｣の2つに区分したこと､3月24 日に安
芸灘付近で発生した2W 1年芸予地窯に関して､急抑 Jセッション
)の｢2001 年芸予地震速報特別セッションJを開催したこと､が挙げら
れると思います｡
レギュラーセッションは 5 年粗動湖 陵して開催される｢定番jセッ
ションとして､単一または複数の共催学会からの堆案という形で募集
しました｡20 1 年大会では共催学会カちの提案だけに限定しました
が､2002 年大会からは一般公募のセッションも過去の実責軌こ基づく
審査の上でレギュラー化することとし､スペシャルセッション公募時に
レギュラー化について希望調査を行いました.最終的にはレギュラ
ー45セッション(コマ数 119､投轍 1037)､スペシャル43セッション
(コマ数 112､投稿数792)が行われました｡
芸予地震発生はプログラム編成終了後でしたが､この地震に関す
る速報講演の希望がありましたので､急速セッション開催の可能性に
ついて技術的検討を行いました｡その結果､ ･予稿集は作成しな
い､ ･直接担当コンビ- ナ一に講演を申し込む､ ･投稀糾ま早期割引
料金を欲収する､という形で空いている会場を利用してセッションを
設定することができ､24 件(口頭 13､ポスター11)の発表がありました｡
2CKX2年以恥〉突発的な地節科学現象があれば､プログラム委員会で
蕃諭して､必要に応じて同様な方式での緊急セッション設定を行うこ
とになると思われます｡
2002 年以降に改善が必要と思われる間鼠払 多数ありました｡一
つは電子投楓こ関してのトラブルです｡2001 年大会に関しては､投
稿締め切り直前の不具合のためにパスワード問い合わせに対して回
答が送られなくなり､このことで投稿できなかった例が生じました｡こ
のため投稿締めきり終了後に一定期間投稿を受け付けるという措置

を行いました｡また､投稿推艶メールも一時期発送されなかったため､
多重投稿してしまった例が多数生じまし7㌔投稿者本人も多重投稿と
いう意敦がないことが多く､確執こやや手間取りましたが､最終的に
は全て検出し､投稿料が多重請求されないような措置を執りました｡
逆に､投稿したっもりが投稿されていなかったケースも何件か発生し
ましたが､これはプログラムの最終確定後であったため､対処するこ
とができませんでした｡著者名をID 番号を用いて入力する際に､ID
番号の入力ミスによって全く知らない人が著者に加わってしまった件
も発生しました｡人間が入力する以上､入力ミスを完全に防ぐことは
不可能ではありますが､2001 年の勝 を生かして､確認画面の改善､
投稿受理確瓢システムの婁備を行うことによって投稿失敗や多重投
稿を防ぐべく､2CO2年の準称を進めつつあります｡
また､セッション勧 ;増えたことに伴い､セッション記号に0と0､1と
1､9とqとgなど類似した文字を使用する必要が生じました｡このこと
によって投稿先を間違えた例も発生しましたので､2002 年以降はこ
のような間違いが発生しないように記号システムの大幅な変更が必
要となっています｡
セッションの時間割はセッション提案時の希望コマ軌こ基づいて講
演の募集以前に一旦決定し公表しましたが､実麻に投稿が終わって
みると実際の各セッション- の投稀敗とセッションコマ数が非常にア
ンバランスになっていたため､投稿締めきり後に再馳 ミ必要になり
ました｡このことによって､セッション時間割設定が2度手間になった
だけでなく､講演募集時に予定されていた日時にセッションが開催
できなくなったことによって投稿者の一触こ影響が出ました｡2002 年
以降はセッション日時の設定は投稿数をもとにして投稿終了後に行
う方針です｡
20)1年大会ではO H Pl機を標準袋満としました｡スライドプロジェク
ターの使用希望は減少しつつありますが､PCに接続して使用する
練晶プロジェクターの使用希望は急増しています｡この点に対する
対応も2CKX2年以降の課確となっています｡
また､大会直前になって､システム上のバグによって､第一著者と
発表者が違う場合に､プログラムでは正しく表示されるものの､予稿
要旨では発表者が最初に並ぶような誤りが発生していたことが判明
しました｡急速修正版 C D -RO M を作成して大会受付で配布しました｡
実は同じバグは 20CO 年大会の予稿集にも生じておりましたので､
2cm 年大会の予稿CD -ROM 使用にあたってはご注意をお風 ､しま
す｡予梅集とプログラムで著者順が異なる場合はプログラムの著者
順が正しいものです｡
そのほかにもまだまだいろいろと反省点が多い状況ではあります
が､できるところから順次改善策が謙じられていくと思いますので､
参加者の皆様にもご協力をよろしくお顔いいたします｡また､一般の
大会参加者には目に付きにくVにとかと思いますが､運営機構事務
局にはプログラム魚成上の様々な実毘上の作業をしていただいて
おり､プログラム重点会の事務作業書棚 事務局の支援の基に
成り立っていることを申し添えます｡
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4 .情報局報告 200 1年担当責任者 田近 英一
合同大会のvvebシステムはすっかり定着したようで､2CK)1年版シス
テムの利用に関する参加者の皆様からのお問い合わせはほとんど
なく､無事にその運用を終了することができました｡皆様のご理解と
ご協力に感柑 します｡
当初計画では､今回はシステムの根本的な変更は行わず､主とし
てユーザーインタ- フェースの改善を行うという方針でしたが､結
果的には､セッション提案及び編集システムやプログラム編成関係
のシステムをかなりいじることになりました｡一方､多くの方々がご刺
用された各種登録システムに関しましては､ユーザ- ･インターフェ
ースをいろいろと改善したにもかかわらず､まだ煩雑で分かり軌 ､面
が多く､来年度以降もさらなる改善に取り組む必要があると考えてい
ます｡この点に関しましては､皆様からいろいろと助言をいただけれ
ばと思います｡
今回の合同大会では､システムの運用そのものに関しては大きな
問題はなかったのですが､別の部分でいくつかの間勘 ミ生じました｡
まず､パスワードを確認することができないために予搬 原稿を投稿
できなかったという問題が発生しました｡パスワードを忘れてしまった
方には､web からの問い合わせに対して自動的にメールで回答する
システムになっているのですが､締め切り直前になって､この自動回
答システムが突然牧能しなくなってしまいました｡その結果､⊥部の
方々が予稿集原稿を投稿できないという状況が発生し､混乱を招く
結果となりました｡結果的には､その後の対応によって投稿組 ナ付
けましたが､阻係者の皆様には大変ご迷惑をおかけしました 原因
を調査しましたところ､サーバー上のメールシステム6皿血血蛸こよる
メール送信機能が突然停止していたことが判明しました｡来年以降こ
のような事態が生じないよう､業者側に強く申し入れを行いました｡一
方､プログラム編成作業が終了した後､CD -RO M を作成して皆様に
配布致しましたが､配布後になって､各講演要旨において発表者が
常に筆頭著者として表示されていることに気がつきました｡このため､
急きょ修正版C D -RO M を作成し､大会当日に受付で配布敦しまい㌔
該当された方々には誠に申し訳ありませんでした｡原因を調べまし
たところ､前年度の大会におけるシステムプログラムの間捜点がうま
く継承されていなかったことによるものでした｡昨年以降､合同大会
は運営機構によって継続的に運営されており､情報局におきまして
も､その年の担当責任者だけでなく､前年度と翌年度の担当責任者
の3人と運営御 事務局とが密接に連携を取りながら運営しておりま
すので､今後はこのような継承ミスは発生しないものと考えておりま
す｡皆様には大変ご迷惑をおかナしました
さて､合同大会の情報化によって､大会運営のかなりの部分が合
同大会Wめシステムと療接な関係を持っようになりました｡その結果､
情報局の雑務は好大なものとなり､それを担う研究者の負担が大き
過ぎることが､連絡会において間塩となっておりまし7㌔運営機構の
設立には､情報局の仕事の大部分を運営機構事務局に移行してい
くことによってこの間榎の解決を図る､という側面がありました｡そこで､

運営機構発足直後から､情報局は事務局と密鞍に連携しながら仕事
をしてまいりました｡その結果､初年度であるにもかかわらず､情報
局隣係の仕事の大半を事務局にお顔いすることができまい㌔早け
れば 1-2 年後にも､研究者は重要な意志決定のみに施わればすむ
ようになるのではないかと考えております｡これまでの歴代の借財ヒ
委員長のご尽力にあらためて敬意を表しますとともに､事務局の
方々には心から感射敦します｡

5 .財務局報告 200 1年担当責任者 中村 正人
200 1年度の会計は､連絡会の監査絢 ナ､適正な運営であったと
のご報告を戴きました ありがとうございました｡
以下に2002年の変更点を述べます｡
1)事務局2名体制の確立
2)大会参加費の引き下げ
3)連絡会会計と運営機構会計の紡合

1)に関しましては､事務局経費を多めに取り､事務局の仕事が増
加してきている現状に即した体制をとるということです｡
2)に関しましては､i)学部生および70歳以上の参加費無料､iD事
前申し込みの値下げ､砿卜目参加をフル参加の半額に設定
が主な桂です｡
3)これまで連絡会と運営機構は別々の会計を持っておりましたが､
連絡会会計運営方法の改善が畿矢されたことを受け､連絡会会計を
運営機構でお世話することになりました｡今後の連絡会の開催など
にかかる費用は運営機構会計の中から支出されることになります｡
これらの改革を行いましても､200 1年大会の実練から考え2002
年大会も引き絞き黒字で運営できると考えておりますが､これはすべ
て多くの方の参加あってのことです｡是非､皆様､お執 ､あわせの上､
どうぞ200 2大会- ご参加(ださい｡

6 .総務局報告 200 1年担当責任者 岩上 直幹
代々木初回の 1998 年に比べれば､こちらも参力【積も全教こ慣れ
たためか､トラブルらしいトラブルはほとんどなかった｡また､一般汁
演が月曜の午後からで､午前中がアルノV ト部柵 まかの準備に使え
たのは､会場係としては極めて好都合だった｡
トラブルの内､私 多かったのが PC プロジェクターに関するもの
で､主に対処してもらったアルノV トチーフ･中川君による総括を以
下に引用する｡設備の改善を要求はしておいたが､次回も期待はで
きない｡
●●●●●■●●■●●■■●■■●●●●●●●●■●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●
●オリンピックセンターのプロジェクタの不具合と使い方のテクニック
について(中川 貴司)
1.部屋によってケーブルの接触が悪くコンピュータからの投影がう
まくいかないことが多かった｡センターから借りた持ち運びができ
るプロジェクタでは特に間烏はなかった
2.画面の解像度があわせにくかっ7㌔これはセンターのプロジェク
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タがもっている解像度が持ち込みコンピュータの解像度に対応し
ていないところに原因があると考えられる｡
3 .マッキントッシュのコンピュータを使いたい場合はケ- プルをつ
ないでから､コントロ- ルパネルのモニタの所を開いてミラーリン
グという作業をする｡ウインドウズではコンピュータによって同期の
させ方が異なも

[2] 2002 年合同大会のお知らせ
1.概要
●会期:2002年5月27日(月)-31日(金)

(5月26日(日)青少年セミナー)
●会場:国立オリンピック記念青少年総合センター
●費用:
投稿料 早期投稿 1300 円

通常投稿 3.(X氾円
参加費 事前申込(1 校) 8.cm 円

事前申込(学生) 5.000 円
当日申込 (｢ 般･学生共通) 12.CKX)円
事前一日券(一般･学生共通) 4,CW 円
当日一日券(｢ 般･学生共通) 6.(α)円

* 見学学部生･70歳以上の方で､発表しない鎗合は参加費無料｡
宿泊費 ユース5泊コース 13500 円

ユース4泊コース 11,(伽 円
ビジネス5泊コース 23500 円
ビジネス4泊コース 19.∝X)円

●各種登別開始･締切日:
講演投稿
開 始:200 2年1月10 日
早期締切:2002年2月20日午後5時
締 切:200 2年2月28日午後5時

事前参加登録
開 始:200 2年1月10日
締 切:2002年3月29日午後5時
事前一日締切:2002年5月20 日午後5時

宿泊予約
開 始:2002年1月10日
締 切:2∞2年3月29日午後5時

* 郵便振込締切:2(泊2年4月26日

●2CO2年合同大会運営機構メンバー
◇2CO2 年合同大会実行委員長
木村 学 東京 地球惑星科学専攻
◇運営桝 代表
溌野洋三 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻

- 44

◇財務局
中村正人

佐々木正博
木村 学
佐倉保夫
楓川秀夫

渡辺諌一郎
◇企画局
大村善治

木村 学
安産推考

大谷栄治
末広 潔
深尾良夫
丸山茂徳

安原正也

ロバートダラー
◇情報局
宮本英昭

2CO2年担当責任者
東京 地球惑星科学専攻
国土交通省国土地理院
東京大学大学抑 研究科地球惑星科学専攻
千葉大学理学部地球科学科
東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星科学
専攻
名古屋大学理学紅地球惑星科学科

2m 2 年担当斉陸者
京都大学宙空電波科学研究センター
東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻
名古屋大学大学院理学研究科地象火山観測研究
センター
東北大学大学院理学研究科地学専攻
海洋科学技術センタ-
東京大学地斬罪究所
東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星科学
専攻
独立行政法人産業技術総合研究所地質調査総合
センター
東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻

2002年担当責任者
東京大学大学院工学系研究化地球システム工学
専攻

竹内 希 2003年担当責任者
東京大学地蕪研究所

田近英一 東京大学大学院理学系研究科地味惑星科学専攻
大村善治 京都大学宙空電波科学研究センター
倉本 圭 北海道大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻
古屋正人 東京大学地霞研究所
林 祥介 北海道大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻
玖本尚義 東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星科学

専攻
◇総務局
岩上直幹 2002年適当責任者

地球惑星科学専攻
石橋純一郎 九州大学大学究理学研究科地球惑星科学専攻
押野姉子 東京大学海洋研究所
中村美千彦 東北大学大学院理学研究科地学専攻
演野洋三 東京 地味惑星科学専攻
松浦光宏 東京大学大仰 系研究科地味惑星科学専攻
湯元清文 九州大学大学院理学研究科地味惑星科学専攻



渡部重十 北海道大学大学院理学研究科地的慈星科学専攻
◇プログラム局
岩森 光 200 2 年担当責任者

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻
原 辰彦 2003年担当責任者

独立行政法人連射肝殆祈
阿部 豊 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻
吉田棚ム 東京工業大学大学院総合理工学研究科環境理工

学創造専攻
伊藤谷生 千葉大学理学部地球科学科
小野高幸 東] 地球物理学専攻
多田隆治 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻
中嶋 悟 東京工業大学大学院理工学研究科地味惑星科学

専攻
村江連士 九州大学大学院理学研究料地硫惑星科学専攻
近藤 忠 東] 地球物質科学科
渡辺誠一郎 名古屋大学大学院理学研究科地球惑星科学科

2 .プログラム局よりセッション提案のお知らせ
2∝)2 年大会プログラム委員長 岩森 光

●プログラム委員会予定表
8月 :R セッションの採択基準を定めて､採択を行う(S公募開

始前､9月上旬にはR を決定)｡
:リセッションの採択基準を定めて､速やかに公募(電子
メールにて)を始める｡

* 仮にU としての採択にもれた場合には､Sに提案し直せるよう
に締め切りの日程を配鹿する必要がある(10月20 日頃締切り)｡

9月 :Rセッションの決定･一覧表をW E B上で公開
10/1 :Sセッション公募をW E B上で開始
10/20 頃 :U セッション公募締め切り
10/31 :Sセッション公募締め切り
* この時点では大きく不都合がない限り基本的に提案されたも
のを受け入れる｡類似のセッションがある勢合に書出軌 ､が明確
となるように､セッション内容の説明を改めて行ってもらう､ある

･ いはコンで- ナ- 同志でセッション合体などを話しあってもらう
ことはあると予想しています｡

11月上 :触 れたセッションの採択と全体的なバランスの検討
* この時点では､具体的なこま数配分･日程配置はせず､投稿
が終わった時点で(2月末締め切り)投稿数を考慮しながら行う｡

ll/15 :U ､Sセッション決定
1/1012/28 :予稿集原稿投稿
3月前半 :プログラム編成
3/18 :投稿者- の通知
3月後半 :プログラム最終調整
3/31 :全調整終了

5/77-31 :合同大会

●コンビーナ- 予定表
9月 :Rセッション一覧表をW E B上で公開

- 内容確認
10/1-31 :Sセッション軽案

一 理菓M ､ 日程設定希望(重複馳 続き)入力
* Rセッションは決定済み｡U セッションは別途良案になります
ll/卜15 :プグラム局､プログラム季長会によるセッション採択

- 説明文手直し｡類似内容セッション間での検討､ 日
程設定希望(重複回避､続き)再M ｡

1/10-2/28 :予稿集原稿投稿
- 投稿呼びかけ

3/l18 :プログラム局､プログラム重点会によるセッション日程網
盤･決定
- 内容確瓢､調整連絡

3/9-15 :プログラム転成
- 各セッション内時間札座長M

3/16-盟 :プログラム局による投稿者- 投稿内容､ 日程時間割通
知
- 二重投稿､投稿漏れ情報収集

3/22-30 :プログラム内容最終調整
- 最終楓 w EB 掲観相セッション注意事項作成

5/27-31 :合同大会

●セッション募集のお風 ､
2CO2年合同大会では､以下のカテゴl)- を設け､皆様からのセッシ
ョンのご提案を広くお待ちいたしております｡また､このセッション提
案に関して､関係の皆様にご周知下さいますようお顔い申し上げま
す｡大会トップページ もご参照ください｡活発なセッションのご提案
をよろしくお顔い申し上げます｡

旧U RL :http //ww Jm eZX S.u-tDkyD aC jd )Ⅱ戯 /

新U RL :httpノ/vw .epsujd jⅡ此 / ゆ月 17 日より変更)
◇ユニオンセッション(U セッション):
多くの学会に共通の要素をテーマとした魅力あるセッションをU セ
ッションとして公募致します｡ 1日1セッション程度､全て招待講演(他
分野から講演者を招待することを想定して､参加･投稿料は無料)､
長い発表時間が可能となります｡詳細と提案方法については､運営
機絹事務局ユニオンセッション担当(uni軸 jp)までお問い合わ
せください｡
◇スべシャタレセッションC;セッション):
その時々に応じてタイムリーな問題を､分野枠にとらわれずに議
論する場として､｢ 椴から公募します｡平均 15分/ 発表程度の口頭
発表とポスターから構成されます｡ 10 月 1 日よりW 田 上で公募開始
予定です｡
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◇レギュラーセッション収セッション:公】取ま致しません):
継続性を持たせた方がセッション企画者･発表者･聴衆にとってメリ
ットのあるセッションをレギュラーセッションとして選定いたしまじ㌔
平均 15分/ 発表程度の口頭発表とポスターから触 れます｡一覧
は大会Lyプページセッション情報からご覧下さい｡

2 .合同大会Ⅶ B システムについて
2002年担当斉佳肴 官本 英昭

w eb による学会の運営システムは､98年度大会以来5年日となりま
した 2CO 1 年大会においてシステムの使い方に関するお問い合わ
せはほとんど無く､参加者の皆様にこのシステムを深くご理解を頂け
T いるものと感謝しております｡2002 年度の耶めシステムも､従来の
システムを踏襲したユーザーインターフェースをご用意する方針で
す｡もちろん､まだまだ現行のシステムでは不十分で､参加者の
方々にご迷惑をお執ナしている面が多々あるかと思います｡そこで
例えば､講演の申し込みを行っている段階で､その原稿の
CD -RO M イメージをプレビューできるようにするなど､これまでに寄
せられた皆様の御要望により細やかに対応する事によって､更に使
し仰 ､システム- と改良していきたいと考えております｡
さて､2001年度まで使用したwebシステムは､これまで改良を重ね
てきたことと昨今のコンピュータ及びネットワーク事情の変化によって､
俄的 こ無駄が生じてきました｡そこで 2002 年度は､今後の技術的
進≠耗〉考慮して､手を入れなくても3年程度安定運用が行えるように､
設計を大幅に変更する事を予定しております｡ただし先に述べまし
た通り､ユーザーインターフェースの変更はあまり行いませんので､
利用者の方々にご迷惑をお掛けする事は無いものと考えておりま
す｡
また､これはプログラム季長の方々だけに関係することではありま
すが､プログラム局の協力を得て､セッションの捷泉及びセッション
プログラムの編集の過程を多少改良する予定です｡あわせて､より
効果的･効率的にプログラムの編集が行えるように､セッション廃集
支暮夏′フトの開発などを行う予定です｡
2002年合同大会は､セッショ磯 (10月)､予稿集投稿(1-2月)､プ
ログラ風 月)など､おおむね昨年度通りのスケジュールで行わ
れ る予定です ｡ 詳 細 は運営機 構 のホー ムペ ー ジ
(httpノ/ W 〃｡epm JP)をご発下さい｡尚､今年度から新たに合同大会
運営機構の独自ドメインを取得致しました｡合同大会運営機構のホ
ームページだけでなく､合同大会そのもののホームページのトップ
画面も移動致しましたので ､ こちらをご利用下さい
01ttPノ/ww eFW jⅡ畑 氾/)｡

[3 ] 2003年夏(和 一7/ll)は､アジア初のLl月G 札幌輸会へ
組織委兵舎事務局 海洋科学技術センター深海研究部 末席 深

● ⅣG G 第 23回総会統一テーマ
" Stabs cL tic Ph ECt: Froth and C b lk nsps "

21 世紀最初の国際測地学地球物理学連合(h tem adcnalU 血 n of
G∝血 y and血 )d lySics)総会は日本で開催されます｡
RJGG は､上記紡- テーマを定め､現在国際プログラム委員会(西
田篤弘委兵長)によって全体のプログラムを作成しています｡今年 12
月にはこれまでに開催されたⅣGG 傘下の7協会などからのボトムア
ップのセッション提案を准合してプログラム内容を決めます｡みなさ
まの参加が総会の成否を決めます｡まだ､参加の意思を表明されて
いない方は､ぜひ下記の情報を参考に､事務局- 参加の意思をお
知らせください(RJGG _seru d 萄aw tec P jp)｡
現時点での､統一テーマによるユニオンセッション構成案は以下
の通りです｡
(1)For∝a stm g,PredJdicn and PredldBbillbr
也)Ear山System s and Cud )al Change
O )Stm cture and Dynad a ofth e EaJth ●sh ten q ･
(4)V ol血k lnV oIG m C A rcs 丘om sld)to sけa LoSrh ere
6 )G eoRISk and Sust血泊b山b'on a C rowded PIznet
(6)New Sensors ofourPlanet.W b t isp ssitle?

● 総会会場
札幌市内に大通り公園と北大植物園の中間に近接して位置してい
るロイトン札幌ホテル､北海道厚生年金会館､札幌市教育文化会館､
札幌メディアパーク･スピカが､会場として確保されています｡また､
開会和ま､2003 年竣工予定の札幌国際コンベンションセンターが予
定されています｡世界の研究者と交流を深めるすぼらしい環境にな
るはずです｡

● 情報アクセス
総会関連案内(英文)と組織委員会の活動(和文)は以下にアクセス
してください｡

http･//w J弧StCC P jd jaEELSt∝-e/lugg/izd ex.htJnl
IUGG 本体の活動については､http://W .iugg.org にアクセスして
ください｡ここから､各協会のサイトおよび 23 回総会情報- もアクセ
スできます｡
セカンドサーキュラーは2002年初頭に発を予定です｡ウェブサイ
トにも掲示します｡
組織委負会の活動は､地球物理研究連絡委員会､関連学会会長
等懇談会､関連学会連絡会､関連学会にも報告しています｡

● 国内15学術司体と日本学術会議が共同主催(内定)
正≡和こは､2CD2 年の閣議決定を待ちますが､nlGG 札幌総会は､
学術会麓の関連研究連絡重点会､関連学会の協力によって主催さ
れます｡主催する学会は､地球電敬気･地球惑星圏学会､ 日本海洋
学会､ 日本火山学会､ 日本気象学会､ 日本地寮学会､ 日本測地学会､
陸水関連学会(水文･水資源学会､ 日本水文科学会､ 日本雪氷学会､
日本温泉科学会､ 日本地下水学会､ 日本陸水学会､砂防学会､土木
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学会､ 日本地球化学会)､ 日本惑星科学会(順不同)です｡地球惑星
関連学会を構成する関連学会のみなさまのご協力ご支援もぜひお
顔いします｡

● 過去4回の参加状況
87年バンクーバー総会:

3939名:海外3400 名(日本240):カナダ 539名
91年ウィーン総会:

4331名:海外4169名(日本250):オーストリア162名
95年コロラドポルダー総会:

4481名:海外2415名(日本269):米国2α近名
99年バーミンガム総会:

4052名:海外3405名(日本411):英国647名

* m氾G 傘下の7協会
h tezn a血 lA sscKn tXn OfG ∝d e･y OAG )

h tom 且tixd A ssn tn lOfG co zq ed sm 虻d A em n otEy GAG A )
h ton atid Am tn lOfrbdJtlb由calSqen防S細 )
h tcrn a血 A ssm 血 ofM eteo zob q aJd A tJm 王かIenC S d cn Q S OAM A S)

h tem 血 1Am tm b T山e恥 血d Sd en o防Ofぬe O o町lS OA円0 )

h teJTyltid A ssm 血 ofSa snr)b y m d th y sm ofthe EaTdl-sh 87X)I
払SPED

h t8rm 止れalA sscMn tH IOfV okzn ob gy町d Q l弧 tTy Ofd18 Eardrsh e zx )r

h V C ED

⑬ IU GG 加 重且会姐朋

手A A : 上EZ) 止せ Zt化宇iJ見頼
〃≠A 点 ･ 上出 57介 もさ旦大半大仙 I1 4 gttI究群
杜か幹JI - 末広 # 34 才科学横瀬センター
* A(暮A IJストLi.1LC C ホームへ- ジL=■屯I
r～ .I/M J JLTTttLeも_一〇一/止れ■七一〇/LJ■■/他Lhtl.A

幹 ■会
r 主点IIF書tAAで■■

訂会
:事■･JIntJLでtdLi

托JI郡会長 . 木下 正暮 3i 汗拍手EE穎センターZ i 付文蕃
LIJlP 含& _ LI点 久A JL Jl Elt 揺合材支帯
釦J が合A :暮P t 十 北BG近大事大事良Jr事耕先祖
# 示rS合点 : k t 榊 BE称大事 工事書見桝
モfIかさA . 日比育児之 丁文大事大事反吐事ホ■久叫
T aタラif 金島: Jm s肘 7Ef 大手柄gi研た朗
行暮P 卓A : E Ll 技 北九J * 事大事k t 事R SE料
広呼alB A . tt缶 久Tl t 東大事稔■研究所
エクストソi′r 全点 ･ 事井 士X 北) ) 大事大学Ei Zl事甘矢掛
flk 甘さ& = 蛭 q 正 X ,Y.大事九♯システム杭先t ンクー

[4] 第13 回ゴールドシュミット国際会議(G ddsd 山dt 2003)日本開
催のお知らせ

地球化学分野の国際研究集会であるゴールドシュミット国際会義の
第 13回大会(a )l血d 皿idL 2∝)3)が､2003年9月に下記の要領で日
本において開催されることになりまし7㌔
会艶名 : 第13回ゴールドシュミット国際会議((b l血血血血2CO3)
開催時期: 200 3年9月7 日(日)～12 日(金)
開催場所:くらしき作陽大学(倉敷市)
主 催: Th e G ∝)血etm calSociety(国際地球化学会)

Th e E uEO押 n A s釦q ahcn ofk 〉d一em StJ-y

(欧州地球化学連合)
日本I也酎ヒ学会

会議の規模: 参加者約8CO 名､発表論文数約650件(口頭および
ポスター)､特別謙演､企業展示､バンケット､エクスカ
ーション

ゴールドシュミット国際会義は､地球内部･地球表層の組成と物質
循環､大気･海洋の組成と物質循環､気候変動､緋 ､生物地球
化学､宇宙物質と地球の形成等の中弧 ､テーマや､これらの研究を
進めるにあたって必要な分析法や実験法を対象とした､地球化学の
総合的国際研究集会で､今まで欧州と米国で交互に開催されてきま
したが､この度､上記日程で我が国において初めて的催されることに
なりました｡現在､ 日本地球化学会を中心にして組織委員会を立ち
上げ､銑昏準備に取り組んでいるところですが､研究集会を構成す
るシンポジウムのテーマやコンビーナ- の選定にあたっては,既存
の学会の枠にとらわれることなく､広く国内外の力を結集する計画で
すので､皆さんのご協力をお顔いいたします｡
(第 13回ゴールドシュミット国際会議組織委員会委員長 松久幸敬)

◇連絡先:第 13回ゴールドシュミット国際会議組織委員会事務局
〒305-8567 つくば市東 1-111 中央第7
産業技術総合研究所 地球科学情報研究部門 富抵茂子 気付
TEL,029816113590,FAX 0298-6113748
E一皿

[5] 2001年度地球惑星科学親連学会長張議会㈱ 納
日 時:6月8日(金) 17.00 -19:00
場 所:国立オリンピック記念青少年総合センター､C403室
出席者:
阿部豊(東大:運営桝 )
青木元(気象研:日本地変学会)
新井正(立正大:陸水学)
荒木徹(京大:地球電駿気･地球惑星圏学会)
伊藤谷生(千葉大:地質学会､連絡会会長)
今井亮(東大:資源地質学会)
岩森光(東大:火山学会､連絡会庶務担当幹事)
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浦辺徹郎(東大:資源地質学会)
大村善治(京大:地相 駿気･地球惑星圏学会)
税川武(東北大:日本岩石鉱物鉱宋学会)
木戸ゆかり(海技セ:ⅣGG 組織委員会)
近辞忠(東北大:日本岩石鉱物鉱床学会)
柴谷威(国土地理院:日本地変学会)
佐々木正博(国土地理院:日本軌地学会)
里村常夫(静岡大:日本測地学会)
佐藤キエ子(日大:日本陸水学会)
篠原雅尚(東大:地窯学会連絡会委員､連絡会庶務担当幹事)
杉田倫明輝波大:日本水文科学会)
鈴木毅彦(都立大:第四紀学会連絡会委員､連絡会会計担当幹事)
田近英一(東大:日本惑星科学会)
楓川秀夫(東工大:地脚 気･地球惑星圏学会)
中村正人(東大:地球電駿気･地味惑星圏学会､運営機構)
浜野洋三(東大:運営機構)
原辰彦(建築研:日本地票学会･幹事会ニュースレター担当幹事)
松浦光宏(東大:運営脚 )
松久幸敬(産技総研:日本地球化学会)
丸井敦尚(産技総研:日本地下水学会)
官本英昭(東大:運営機構)
山野破く東大:日本地震学会)
山中高光(阪大:日本鉱物学会)
玖本尚義 (東工大:日本鉱物学会)
吉田次郎(東水大:日本海洋学会)
渡辺紹裕(文部科学首総合地粥策境学研究所:水文･水資源学会)
以上33名

酷布資料:
1.第23回地球惑星科学関連学会連絡会議事録(莱)
2 .地球惑星科学関連学会200 1年合同大会
3,200 2年の地球惑星科学合同大会の概要
4 .IU G G 2(カ3年札幌総会開催へ向けての準備状況
5 .第13回V .M .a )1血血皿dLC onfer乱伐(計画書)

蔑 事:
1.連絡会と合同大会参加学会から運営機鰍こ対して謝辞が表され
た｡

2 .前回落車線について､学会の名称について修正があることが指
摘され､その後修正を含めて東認された｡

3.2001年合同大会報告(運営機構:浜野)
運営柵 らゝ､20 1 年合同大会実施状況について､資料に基づ
いて説明があった 参加者は- 昨年並(昨年はW PGM との共催であ

ったので､比較としては適していない)であったが､事前登録者は､
一昨牢に比べ㈱ 名ほど､また､投稿数は一昨年より300 ほど増加し
たことが報告されブ㌔団体展示も総じて好評であったが､書籍のブー
スについては再考する点があったことも報告された｡その後､ポスタ
ー会場がやや狭い､各学会の受付の部屋が参加全学会にあったほ
うがよいなどの意見が出された｡また､各学会の会長の沫演につい
て､積極的に宣伝をすべきであるという意見が出された｡最後に運営
機構より各学会に合同大会の実施状況についてアンケートを行うの
で､協力をお顔いする旨報告された｡

4 .2002年合同大会について(運営桝 :W )
合同大会運営糠鮮カち 2002 年の合同大会の準備状況について､
資料を用いて､報告が行われた｡会執こついては､200 1年大会と同
様に独立行政法人国立オリンピック記念青少年総合センターを考え
ているが､予約受付が 10 ケ月前からであり､ 7月未にならないと確定
しなしてとが報告された｡次に参加費と投稿料は200 1年大会から変
更無しとすること､また､学部学生の見学参加の取り扱い､ 1日参加
費の設定､アル′V ト学生の参加熱こついて､高齢者の参加費取り
扱いなどが検討中であることが報告された｡また､各登録システムに
関しては､システムの不具合とインターフェイスの改善を行う旨報告
された｡また､運営機構については､2002年大会は2CO 1年大会とほ
ぼ同様のメンバーで運営するが､将来を見越して各学会への積極的
な参加が呼びかけられた｡その後､参加費の取り扱い､展示ブース
について質執芯答が行われた｡また､会場で商用電源を利用したい
旨の質問があったが､許可制であることが紹介された

5.連絡会会計運営力態の改善について(連絡会会長:伊帝)
運営検眼:連絡会の視係について､現在の規約の中で LO C と運
営機構を読み替えて､適用する事が了承されていること､また､第23
回連絡会において､連絡会が必要とする経費の運営を簡素かつ透
明性の高い方法で､運営機構に委託することが了承されていること
が紹介された 会長から､その方法として､
1.連絡会は､運営機構の会計運営に対して､監査を行う｡その
ために連絡会は2名の監査を選出すも
2.運営機構に連絡会が保有する資産の運営を委託する｡連絡
会の経費は､合同大会運営とは別の項目を仰 ､管理すも

の2点が提案された｡その後､別の項目を何という名称にするのかな
どの質疑応答が行われ､連絡会としては､以下の2点を承瓢した｡
1.連絡会は､運営機構の会計運営に対して､監査を行う｡その
ために連絡会は2名の監査を選出す8 .2∝)1年の合同大会運
営会計状況については､次回連絡会で報告を行う｡
2.連絡会が保有している資産の運営委託については､伊藤会
長から､次回連絡会までの経費の名称を含めて提案を行い､
次回の連絡会の議案とする｡従って､次回連絡会まで､連絡か
ら運営機構に貸与している合同大会運営資金500万円の返還
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は保留す8 .

6 .ⅣG G 準備状況(ⅣGG 組織委員会:木戸)
200 3 年に予定されているⅣG G200 3 の準備状況に関して､ⅣGG
組織委員会から､資料を使用して説明がされた｡まず､ⅣGG200 3 は､
200 3年6月30 日から7月 11 日まで､札幌で開催されることが報告さ
れた｡また､予算案が作成されたことが報告され､登録料地 万円
を予定していること､運営資金として総額6000万円の募金を行うこと
が紹介された｡この夏から本格的なプログラム作成を始めるので､各
学敵会- の協力が要請された｡

7 .(九ldschm dLCo血 飢C75について(日本地球化学会:松久)
2003 年9月7 日から12日に開催が予定されている第 13 回 V M .
(b l血d皿dtC o血 飢CZ!について､資料に基づき､説明された｡開催
場所はくらしき作陽大学で､参加者は国内外から約800 名を予定して
いることが報告された 現在は組綴委員会が発足し､今後コンビ- ナ
一､テーマなどについて各学会- の協力が要請され7㌔

8 .その他
･ 運営機構より､合同大会の講演アブストラクトを国立情報学研究所
に登録するために運営機構が非営利の学術団体であり､運営機構
が一括して登録することを各参加学会が永常していることを文書に
て各学会に承許していただいきたい旨要請があった｡
･ ⅣGG と2003年合同大会の開催時期を大きくずらすことはできな
いかせいう質問があり､運営触 り､検討するが､やや田無であ
る旨回答があった｡

9 .次‡柘垂終会幹事の選出
次期連絡会幹事会の構成について議論し､伊藤連絡会会長から､
これまで会長を引き受けていない参加学会に次期会長をお顔いす
ることが提案された｡また､庶務担当幹事及び会計監事は2名とし､
各1名を2(料)年度から留任する事も触 れ7㌔議論の結果､以下
の方々に次期の幹事をお顔いすることとなり､承認され7㌔

会 長: 浦辺徹郎(資渡地質学会)
庶務渉外担当幹事:

今井亮(資源地質学会)･篠原雅尚(日本地震学会･留任)
会計監事:

近藤昭彦(水文･水資源学会)･鈴木毅彦(第四紀学会･留任)
ニュースレター担当幹事: 青木元(日本地震学会)

10.次回連絡会会合の日程
9月14 日(金) 東大理学部5号軌 階級鼓室(403 号室)15時- 17
時の予定で行われも

[6] 第24回地球惑星科学関連学会連絡会榊 (莱)
日 時:2001年9月14 日(金) 15:00 -16:00
場 所:東京大学理学部5号館､403重
出麻者:
阿部豊(東大:日本惑星科学会対外協力委員長､運営機構)
荒木徹(京大:地和 気･地球惑星圏学会)
伊藤谷生(千葉大:日本地質学会)
今井亮(東大:資汲地質学会､連絡会庶務担当幹事)
岩森光(東大:日本火山学会､運営梯熊)
浦辺徹郎(東大:資渡地質学会､連絡会会長､運棚 )
大村善治(京大:運営機絹)
木村学(東大:運営梯肝)
近藤昭彦(千葉大:水文･水資漁学会､連絡会会計担当幹事)
近藤忠(東北大:日本岩石鉱物鉱宋学会)
近藤豊(東大:日本気象学会)
鷺谷威(国土地理院:日本地喪学会)
佐々木正博(国士地明院:日本測地学会､運営機構)
篠原雅尚(東大:日本地震学会､連絡会庶務担当幹事)
杉田倫明(筑波大:日本水文科学会)
鈴木毅彦(都立大:日本第匹紀学会､連絡会会計担当幹事)
田近英一(東大:日本惑星科学会､運営桝 )
綱川秀夫(東工大:地球電磁気･地球惑星圏学会)
中村正人(東大:地球電舷気･地球惑星圏学会､運営機構)
浜野洋三(東大:運営脚 )
林武司(千葉大:日本地下水学会)
丸井敦尚(産技総研:日本地下水学会)
宮内崇裕(千葉大‥日本第四紀学会)
宮本英昭(東大:運営脚 )
村上隆(東大:日本鉱物学会(代理))
吉岡龍馬(富山大:日本地下水学会)
以上2 6名

配布資料:
1.連絡全会吾十運営方法の改善について(提案)
2.2a )l年度地球惑星科学関連学会長寿教会(拡大轟格会)6/8落
手録(秦)
3.地球惑星科学関連学会2W l年合同大会決算報告書
4.2m 2年の地球惑星科学合同大会の準備状況

集事:
1,2m 1年度地球惑星科学関連学会長憩散会(拡大連絡会)6/8蔑車
線の承認
出席者名について修正があることが指摘され､その後修正を含め
て承認された｡
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2.200 1年合同大会会計監査報告
連絡会会計担当幹事(鈴木)より､200 1年 8月 15 日､運営機構事務
局(東京大学 内)において地味惑星科学関連学会 200 1年合同大会
決算報告書(配付資料)の監査を行い､予算の執行､帳簿･証票の整
理等､正常適正に処理されていることを確認した旨が報告された｡

3.連絡会会計運営方法の改善について
連絡会会長(浦辺)より､前回継続審議となった運営機構と連絡会
の関係 (連絡会 が保有している資産の運営委託)について､名称も
含め次のように提案され､原案の 通り承認された｡
『連絡会がストックしている､2000 年までの合同大会開催で生じた黒
字分の繰越金 は､連絡会会計事務の煩雑さをさけるために､運営
機構会計収支簿のなかに新たに設 ける｢連絡会管理基金｣として記
帳するOなお､合同大会が赤字になった場合は､ 2000 年 6月 28 日
拡大連絡会確認に従い､この｢連絡会管理基金｣より補填することが
できるD』

4.2∝)2 年合同大会 (2002年5月27日～31日)､合同大会参加の準
備状況に ついて
合同大会運営機構代表(浜野)からの 200 2年の合同大会の準備状
況の概要の紹介､ 2002 年合同大会実行委員長(木村)からの挨拶
に引き続き､配付資料を用いて､各局 責任者より以下のような準備
状況の報告が行われた｡
･ 財務局(中村)より､配付資料により200 1年合同大会決算および上
記3.の措置 に基づいた 200 2年合同大会の予算案･収支見通しが
示され7㌔
･ プログラム局(岩森)より､配付資料によりプログラム委員会作業日
程､コンビ- ナ- 作業日程､セッション提案の方法等について説明
があり､セッション愚案について各学会員- の周知､握案について
協力が求められた｡
･ 情報局(宮本)より､2002 年合同大会用ホームページ U RL の変更

が紹介された｡ 新しい U RL は､ vw .epsu.m /yn00 2002/ であるO

* 200 2 年合同大会の情報については､上記ホームページおよ
び連絡会ニュースの記事 をご覧下さい｡

5.各学会の 200 卜200 2年度の年会･講演会等の情報交換
出席した各学会連絡員により､書面にて申告された 2001-2002 年
度の年会･講演会等の日程は以下の通りです｡

日本火山学会

200 1年10月1日～3日､秋季大会､鹿児島大学
日本岩石鉱物鉱床学会
200 1年9月29日～30 日､総会･学術講演会､秋田大学
2002年9月末(調整中)､総会･学術講演会､大阪大学

日本気象学会

200 1年10月10 日～12日､岐阜県民文化ホール
日本鉱物学会

2002年10月1日～3日､創立50周年記念シンポジウム､総会､
大阪大学

資源地質学会

200 1年9月28日～29日､秋季講習会､秋田県内
200 1年9月30 日､三鉱シンポジウム､秋田大学
200 1年11月4 日､国際シンポジウム､九州大学
2002年6月19日～21日､年会学術講演会､東京大学

日本地震学会

200 1年10月24日～26 日､秋季大会､鹿児島市
2002年11月11日～13日､秋季大会､横浜市
2003年10月6 日～8日､秋季大会､京都市

日本水文科学会

2002年6月8日～9日､学術大会･総会､ 日本大学文理学部
水文･水資源学会
200 2年8月22日～24 日(調整中)

日本測地学会

200 1年10月14 日､公開講座､札幌市
200 1年10月15日～17 日､第96回講演会､札幌市
2002年8月､サマースクール
2002年10月､公開講座､第98回講演会

日本第四紀学会

2002年8月23日～26 日､信州大学
日本地下水学会

2001年10月11日～13日､秋季大会､秋田
2002年5月25日～26日､春季大会､東京
この他技術常習会などの予定

地球電磁気･地球惑星圏学会
200 1年11月22日～25日､秋季大会･講演会､九州大学

日本地質学会
200 1年9月21日～23日､学術大会､金沢大学

日本惑星科学会

200 1年10月6日～8 日､岡山理科大学

地球惑星科学関連学会連絡会ニュース 第 23号
200 1年 10月 2 日発行

発行 : 地球惑星科学関連学会連絡会
連絡会幹事会会長 浦辺徹郎

編集 : 地球惑星科学関連学会連絡会
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